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第１ 第五次総合計画と行政評価 

 行政評価は、施策評価と事務事業評価で構成し、第２期中期戦略に位置づけられる26施策の指標

の進行管理を目的とします。 

 施策評価は、評価責任者を事業部長とし、経営資源の最適配分を行う観点から、各施策を構成する

事務事業の最適化マネジメントを行うことなどを目的に評価を行います。 

 事務事業評価は、評価責任者を課長とし、成果重視に基づく評価指標の分析、業務改善案を検討し

翌年度の予算編成に反映させることなどを目的に評価を行います。 

事務事業評価 

政策評価 

課長 

・経営資源の配分 

・手段の最適性検証
（事務事業のマネジメ
ント等） 

・成果重視 
（指標設定） 
・業務改善 

（翌年度予算編成
への反映・活用） 

事務事業（238） 
評価対象 

（227） 

プロジェクト（10） 
施策（指標）（26） 

主な取り組み（76） 

基本戦略（3） 

目指す都市像
（1） 

政策体系 行政評価 評価責任者 

施策評価 

事業担当者 

理事者 

事業部長 

重点評価項目 

・政策の数値化 

・将来ビジョンの明
確化 

長
期
戦
略 

中
期
戦
略 

実
施
計
画 

 行政評価の対象は、全市戦略に位置づけられている施策評価とそれに関連する事務事業評価とし

ます。行政評価の結果に基づき、ハード事業は実施計画の補正で対応し、ソフト事業は予算編成で対

応します。 
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都市像 
～地域ビジョン～ 

基本戦略A 

基本戦略B 

基本戦略C 

長期戦略 

全市戦略 

第２期中期戦略 実施計画（Plan） 

事務事業（ハード） 

事務事業（ソフト） 

事務事業（ソフト） 

第五次総合計画 

主な取り組み 

その他の大型 
・主要事業 

プロジェクト 
施策 
指標 

施策 
指標 

プロジェクト 

運用 

事務事業（ハード） 

実施計画の補正 

予算編成 

事業の執行（Do） 

評価（Check) 

行政評価 

改善（Action) 

主な取り組み 

主な取り組み 

事務事業（ハード） 

事務事業（ソフト） 

主な取り組み 

主な取り組み 

主な取り組み 

行政評価 

事務事業（ハード） 

事務事業（ソフト） 
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第２ 評価結果の概要 
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１ 評価対象  

部等名 
施策 

評価数 
事務 

事業数 
事務事業 
評価対象 

新規提案 
事業 

理事者査
定対象事

業 

うち 
実計補正 

総務部 2 12 11 0 2 0 

企画政策部 4 20 19 0 4 0 

市民生活事業部 4 10 9 0 4 0 

健康福祉事業部 6 34 30 1 7 0 

産業振興事業部 10 50 50 0 12 3 

建設事業部 7 27 27 0 8 4 

市民交流C・生涯学習部 6 28 27 3 7 1 

こども教育部 7 48 45 1 13 5 

水道事業部 2 9 9 1 6 4 

合計 48 238 227 6 63 17 

総合評価 
事務 

事業数 
割合(%) 

A：計画どおりに事業を進めることが適当 49 21.6 

Ｂ：事業の進め方の改善の検討 57 25.1 

Ｃ：事業規模・内容・主体の見直し検討 117 51.5 

Ｄ：事業の統合・休廃止の検討 4 1.8 

合計 227 100.0 

(1) 総合評価 

２ 評価結果の概要  

◆ 施策評価は全26施策を対象として実施しました。 

◆ 複数の事業部で構成する施策については、各事業部でそれぞれ施策評価を実施したため、48の 

  施策評価シートの評価を行いました。 

◆ 施策に紐付けられる事務事業238のうち、事務事業評価の対象227に加えて、新規事業6の事務 

  事業評価を行いました。 

◆ 理事者評価（第2次評価）では、重点事業となる63事業の評価を行いました。 

◆ 評価対象となった事務事業については、年度の中途における現状評価（事中評価）を行い、４ 

 段階で総合評価を行いました。 

◆ 「Ａ：計画どおりに事業を進めることが適当」と評価された事業は全体の21.6%であり、約８割の 

 事務事業が、事業の進め方や事業規模等の見直しの検討が必要となる評価結果としました。 
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(2) 今後の方向性 

◆ 総合評価をベースに、「成果の方向性」と「コスト投入の方向性」から事業の「今後の方向性」を 

  7分類で評価しました。 ※ 「コスト投入の方向性」については、包括予算の各事業部への配分に活用 

◆ コスト投入を拡大とした事業（①）は59事業（26.0%）に対し、縮小・皆減とした事業（③、④、⑥、 

 ⑦）は合わせて63事業（27.8%）とし、必要な新規提案事業は積極的に承認と評価とすることによ 

 り、経営資源の有効配分にメリハリをつけて評価しました。 

◆ コスト投入を維持とした事業についても、事業の進め方の改善を図るなど、成果の拡充を求め 

 る事業（②）を51事業（22.4%）としました。 

成
果
の
方
向
性 

拡充 × 
20 

（8.8%） 
51 

（22.4%） 
59 

（26.0%） 

維持 × 
35 

（15.4%） 
54 

（23.8%） 
× 

縮小 × 
4 

（1.8%） 
× × 

休廃止 
4 

（1.8%） 
× × × 

皆減 縮小 維持 拡大 

コスト投入の方向性 

① ② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

(3) 主な新規提案事業の評価結果 

施策 事業名 担当課 事業規模 評価結果 

A-1-1-1 産婦健康診査事業 健康づくり課 6,158千円 承認 

A-1-1-1 子どものインフルエンザ予防接種補助金 健康づくり課 10,728千円 承認 

A-2-2-2 小学校エアコン設置工事 教育総務課 809,100千円 H30年度に前倒し 

A-2-2-2 中学校エアコン設置工事 教育総務課 446,800千円 H30年度に前倒し 

B-3-2-2 地場産業振興センター指定管理料等 産業政策課 20,000千円 承認 

B-4-2-1 北部交流センター運営事業 社会教育課 60,704千円 
承認 

（予算で査定） 

B-4-2-2 縄文シティサミットinしおじり開催事業 社会教育課 1,490千円 承認 

B-5-2-1 森林公社 森林集約化担当採用 森林課 5,000千円 承認 

C-7-1-2 ふれあいセンター東部指定管理料等 福祉課 41,413千円 
承認 

（予算で査定） 

C-8-1-3 しおじり健康ポイント事業 健康づくり課 1,564千円 再構築 

包-9-1-2 SHIOJIRI GRAND WINE PARTY 観光課 18,540千円 
承認 

（予算で査定） 

※ 細事業提案を含む。 
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第３ 評価結果の考え方 

◆ 企画政策部長評価（第１次評価）にあたっては、第２期中期戦略の施策体系の全体のバランスや第 

 5期小口市政マニフェストを鑑みながら、特にコスト投入の方向性については、提案された新規事業や 

 改革・改善案で成果の拡充が期待できる事業に対して、重点的に財源の配分を行いました。 

 

◆ 理事者評価（第２次評価）にあたっては、第5期小口市政マニフェストの実現に向けて、俯瞰的かつ 

 長期的な観点から、重点施策分野について、新規事業の積極的な承認や事業の前倒し等を行う一方、 

 イベントや補助金等の統廃合を進めるなど、メリハリの効いた評価を行い、最終評価結果として取りま 

 とめました。 

 

◆ その結果、第２期中期戦略全体において、2019年度は、2018年度当初予算と比較し、一般財源 

 ベースで117,000千円余の大幅な増額となりましたが、ふれあいセンター東部や地場産業振興セン 

 ター等の新たな公共施設の運営コストの増加に加えて、全国都市緑化フェア開催費などの単年度の 

 特殊的な経費を見込んだものです。この財源については、同時に査定した実施計画の補正（ハード事 

 業）の一般財源枠より2ヵ年で145,700千円余を捻出し、最終調整を図ったものです。 

 

◆ 「基本戦略Ａ 子育て世代に選ばれる地域の創造」は、戦略全体の一般財源ベースで17,400千円余 

 の減額となりましたが、これは予防接種の経過措置の終了に伴う大幅な減額によるものが大きな要因 

 です。「出産・子育てサポート体制の充実」施策においては、産婦健康診査や子どものインフルエンザ 

 予防接種補助金の新設などの事業の充実を図るとともに、第2期中期戦略において新設された「働く世 

 帯のための子育て支援」施策についても重点的に財源を配分しました。 

 

◆ 「基本戦略Ｂ 住みよい持続可能な地域の創造」では、地方版総合戦略に基づく地方創生事業の推 

 進を図る観点から、国の地方創生推進交付金や新設される森林環境譲与税などの財源の確保を見込 

 んだ「地場産業の振興」や「森林資源の多様な活用の促進」などの施策に対してコスト拡大評価とし、 

 重点的に事業費を配分しました。また、「新たな交流・集客の推進」施策では、2019年度にオープンす 

 る北部交流センターの運営コストを見込むとともに、「地産地消型地域社会への転換」、「コンパクトシ 

 ティの推進（持続可能なまちづくり）」や「行政機能の効率化と効果向上の推進」施策についても、飛灰 

 処分費や全国都市緑化フェア開催費などの特殊事情分を見込み配分した結果、戦略全体では、一般 

 財源ベースで163,900千円余の大幅な増額配分となりました。 

 

◆ 「基本戦略Ｃ シニアが生き生きと活躍できる地域の創造」では、ふれあいセンター東部の運営コスト 

 を見込みましたが、老人福祉センターなどの施設運営コストの減少により「社会や地域で活躍できる場 

 の創出」施策は減額となりました。また、「健康増進の推進」施策については、健康ポイント事業の提案 

 がありましたが、事業の再構築が必要と評価し、戦略全体では、一般財源ベースで7,900千円余の減 

 額となりました。 

 

◆ 「基本戦略を包括し機能的に推進するプロジェクト」のうち、空き家対策事業の拡充やシビック・イノ 

 ベーションの推進を図るため、「子育て世代や若者の移住・定住の促進」や「新たな課題解決の仕組み  

 の創造」施策を拡大評価としました。一方、ふるさと寄付事業の縮小を見込んだ「塩尻ブランドの確立」 

 施策を減額評価としたため、戦略全体では、一般財源ベースで21,500千円余の減額となりました。 
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第五次総合計画 実施計画（2018～2020年度） 第2期中期戦略体系一覧 

※前年度比はソフト事業分のみ 

拡大 現状維持 縮小 皆減 事業費 一般財源

1 出産・子育てサポート体制の充実 3 4 5 0 0 12 ▲ 6,324 ▲ 9,834

2 子どもの育ちや環境に応じた支援 0 2 2 0 0 4 ▲ 7,300 ▲ 7,300

3 働く世帯のための子育て支援 3 5 0 0 0 8 5,400 4,400

1 特色ある教育による知・徳・体の向上 1 10 3 0 0 14 ▲ 4,788 ▲ 4,788

2
きめ細かな支援による平等な学習機
会の提供

4 9 1 0 1 15 100 100

11 30 11 0 1 53

20.7 56.6 20.8 0.0 1.9 100.0

1 基幹産業の振興 0 3 4 0 0 7 ▲ 19,772 ▲ 16,772

2 地場産業の振興 2 0 3 0 0 5 7,442 8,722

3 農業の再生 4 8 4 0 0 16 2,071 15

4 多様な働き方の創出 1 4 1 0 0 6 5,950 2,950

1 観光の振興 1 2 1 0 0 4 ▲ 200 ▲ 200

2 新たな交流・集客の推進 5 6 6 0 3 20 55,198 54,708

1 地産地消型地域社会への転換 1 2 1 1 0 5 33,615 46,115

2 森林資源の多様な活用の促進 6 1 1 0 0 8 18,223 6,071

1 防災・減災対策の推進 5 4 4 0 0 13 ▲ 2,084 ▲ 15,362

2 都市インフラの戦略的維持管理 4 5 3 0 1 13 ▲ 648 ▲ 648

3
コンパクトシティの推進
（持続可能なまちづくり）

2 6 2 1 0 11 34,758 36,998

4 行政機能の効率化と効果向上の推進 5 7 4 0 0 16 39,115 41,398

36 48 34 2 4 124

29.1 38.7 27.4 1.6 3.2 100.0

1 社会や地域で活躍できる場の創出 2 3 2 2 0 9 ▲ 892 ▲ 891

2
生涯学習を通じた学びと知識や経験
の継承

1 4 2 0 0 7 ▲ 1,047 ▲ 1,047

1 健康増進の推進 1 7 0 0 1 9 282 282

2 地域包括ケアシステムの構築 0 5 1 0 0 6 ▲ 1,229 ▲ 6,304

4 19 5 2 1 31

12.9 61.3 16.1 6.5 3.2 100.0

1 塩尻ブランドの確立 2 2 4 0 0 8 ▲ 21,804 ▲ 24,194

2
子育て世代や若者の移住・定住の促
進

2 0 2 0 0 4 6,020 6,020

1 地縁コミュニティーの活性化 1 1 1 0 0 3 ▲ 1,071 ▲ 1,071

2
知恵の交流を通じた人づくりの場の提
供

1 3 2 0 0 6 ▲ 5,648 ▲ 5,648

3 新たな課題解決の仕組みの創造 2 2 0 0 0 4 2,545 3,358

8 8 9 0 0 25

32.0 32.0 36.0 0.0 0.0 100.0

59 105 59 4 6 233

25.3 45.1 25.3 1.7 2.6 100.0

合計
137,912 117,078

(%)

小計
▲ 2,886 ▲ 7,960

(%)

基
本
戦
略
を
包
括
し
機
能
的
に
推
進
す

る
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

9 地域ブランド・プロモーション

10
地域課題を自ら解決できる
「人」と「場」の基盤づくり

小計
▲ 19,958 ▲ 21,535

(%)

小計
173,668 163,995

(%)

Ｃ
　
シ
ニ
ア
が
生

き
生
き
と
活
躍
で

き
る
地
域
の
創
造

7
生涯現役で社会貢献できる仕
組みの構築

8
健康寿命の延伸と住み慣れ
た地域での生活継続

▲ 12,912 ▲ 17,422
(%)

Ｂ
　
住
み
よ
い
持
続
可
能
な
地
域
の
創
造

3 産業振興と就業環境の創出

4
地域資源を生かした交流の推
進

5 域内循環システムの形成

6
危機管理の強化と社会基盤
の最適活用

Ａ
　
子
育
て
世
代
に
選
ば
れ
る

地
域
の
創
造

1
子どもを産み育てる環境の整
備

2
教育再生による確かな成長の
支援

小計

コスト投入の方向性
新規提案 合計

前年度比（千円）
基本
戦略

PJ
№ 重点プロジェクト

施策
№ 施策
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総
合

評
価

基
本

戦
略

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

施
策

取
組

妥
当

性
有

効
性

効
率

性
成

果
コ

ス
ト

記
号

1
B

6
1

1
防

災
防

犯
諸

経
費

危
機

管
理

課
③

②
③

Ｃ
現

状
維

持
縮

小
③

第
１

次
評

価
ど

お
り

実
施

す
る

こ
と

。

2
B

6
4

1
人

材
育

成
事

業
人

事
課

③
②

②
Ｃ

拡
充

拡
大

①
・
第

１
次

評
価

ど
お

り
実

施
す

る
こ

と
。

・
保

育
士

の
確

保
に

つ
い

て
は

、
広

域
で

の
対

応
の

可
能

性
も

含
め

て
、

採
用

方
法

の
検

討
を

中
信

四
市

で
連

携
し

て
進

め
る

こ
と

。

3
B

6
4

2
民

間
活

力
導

入
事

業
企

画
課

③
③

②
Ｂ

拡
充

現
状

維
持

②
R

P
A

・
A

Iの
導

入
検

討
に

つ
い

て
は

、
検

討
チ

ー
ム

が
中

心
と

な
り

進
め

る
こ

と
。

4
包

括
9

1
2

シ
テ

ィ
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

事
業

（
若

者
還

流
、

ふ
る

さ
と

寄
附

等
）

地
方

創
生

推
進

課
③

②
③

Ｃ
現

状
維

持
縮

小
③

ふ
る

さ
と

寄
付

の
返

礼
品

に
つ

い
て

は
、

開
発

チ
ー

ム
を

立
ち

上
げ

て
、

魅
力

あ
る

も
の

を
開

発
す

る
こ

と
。

5
包

括
9

1
3

シ
テ

ィ
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

事
業

（
未

来
会

議
、

空
き

家
お

掃
除

フ
ェ

ス
タ

等
）

地
方

創
生

推
進

課
③

②
②

Ｂ
拡

充
現

状
維

持
②

報
道

さ
れ

る
よ

う
に

働
き

か
け

る
広

報
活

動
（
パ

ブ
リ

シ
テ

ィ
）
を

研
究

し
、

効
果

的
な

情
報

発
信

を
行

う
こ

と
。

6
包

括
1
0

3
1

オ
ー

プ
ン

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
推

進
事

業
地

方
創

生
推

進
課

③
②

②
Ｃ

拡
充

拡
大

①
顧

客
ニ

ー
ズ

に
対

応
す

る
た

め
の

事
業

拡
充

で
は

な
く
、

行
政

と
し

て
求

め
る

機
能

を
得

ら
れ

る
よ

う
に

、
採

算
の

取
れ

て
い

る
施

設
を

研
究

し
、

自
立

化
し

て
い

け
る

よ
う

に
制

度
設

計
を

す
る

こ
と

。

7
B

5
1

1
資

源
リ

サ
イ

ク
ル

推
進

事
業

生
活

環
境

課
③

②
②

C
拡

充
拡

大
①

飛
灰

及
び

破
砕

残
渣

処
分

事
業

は
、

処
理

水
の

水
質

改
善

及
び

協
定

値
の

遵
守

に
努

め
、

地
元

と
の

調
整

を
密

に
行

う
こ

と
。

8
包

括
1
0

1
1

地
域

活
性

化
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
事

業
（
計

画
策

定
・
活

動
支

援
）

地
域

振
興

課
③

②
②

C
拡

充
縮

小
④

第
１

次
評

価
ど

お
り

実
施

す
る

こ
と

。

9
包

括
1
0

1
1

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

活
動

支
援

事
業

地
域

振
興

課
③

②
②

C
拡

充
拡

大
①

第
１

次
評

価
ど

お
り

実
施

す
る

こ
と

。

1
0

包
括

1
0

1
2

地
域

活
性

化
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
事

業
（
人

材
育

成
）

地
域

振
興

課
③

③
②

B
拡

充
現

状
維

持
②

研
修

会
の

実
施

方
法

等
を

見
直

す
と

と
も

に
、

事
業

実
施

の
た

め
の

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

ト
や

人
材

育
成

に
対

す
る

地
域

の
ニ

ー
ズ

を
把

握
し

、
支

所
長

が
必

要
な

支
援

を
行

う
こ

と
。

1
1

A
1

1
1

母
子

健
診

事
業

健
康

づ
く
り

課
④

②
③

C
拡

充
拡

大
①

産
婦

健
診

に
つ

い
て

は
、

制
度

創
設

を
十

分
周

知
す

る
な

ど
、

受
診

率
が

高
く
な

る
よ

う
取

り
組

み
を

行
う

こ
と

。

1
2

A
1

1
1

予
防

対
策

事
務

諸
経

費
健

康
づ

く
り

課
③

②
②

C
拡

充
縮

小
④

こ
ど

も
の

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
予

防
接

種
補

助
は

、
対

象
を

年
度

年
齢

４
歳

か
ら

１
８

歳
ま

で
と

し
、

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
の

影
響

が
大

き
い

大
学

受
験

生
ま

で
利

用
で

き
る

制
度

と
す

る
こ

と
。

1
3

C
7

1
2

ふ
れ

あ
い

セ
ン

タ
ー

洗
馬

施
設

運
営

費
福

祉
課

③
①

③
C

拡
充

拡
大

①

指
定

管
理

料
に

つ
い

て
は

、
老

人
福

祉
セ

ン
タ

ー
閉

鎖
に

伴
い

ふ
れ

あ
い

セ
ン

タ
ー

の
利

用
者

増
が

見
込

ま
れ

る
こ

と
も

踏
ま

え
、

現
行

の
範

囲
内

で
実

施
し

、
様

子
を

見
る

こ
と

。
エ

ア
コ

ン
設

置
に

つ
い

て
は

、
併

設
す

る
児

童
館

へ
の

エ
ア

コ
ン

設
置

に
あ

た
り

規
模

等
研

究
し

て
い

る
の

で
、

そ
れ

を
参

考
に

適
正

規
模

で
実

施
す

る
こ

と
。

N
o
.

事
務

事
業

名
担

当
課

第
2
期

中
期

戦
略

評
価

の
視

点
今

後
の

方
向

性

第
４
　
理
事
者
評
価
・
査
定
結
果
一
覧
（
ハ
ー
ド
事
業
分
含
む
）

理
事

者
評

価
コ

メ
ン

ト

6



総
合

評
価

基
本

戦
略

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

施
策

取
組

妥
当

性
有

効
性

効
率

性
成

果
コ

ス
ト

記
号

N
o
.

事
務

事
業

名
担

当
課

第
2
期

中
期

戦
略

評
価

の
視

点
今

後
の

方
向

性
理

事
者

評
価

コ
メ

ン
ト

1
4

C
7

1
2

ふ
れ

あ
い

セ
ン

タ
ー

東
部

施
設

運
営

費
福

祉
課

③
①

③
C

拡
充

拡
大

①
第

１
次

評
価

ど
お

り
実

施
す

る
こ

と
。

1
5

C
8

1
3

し
お

じ
り

健
康

ポ
イ

ン
ト

事
業

健
康

づ
く
り

課
新

規
－

－
－

－
－

－

健
康

づ
く
り

だ
け

で
な

く
、

他
の

分
野

へ
の

拡
張

性
の

あ
る

事
業

と
す

る
こ

と
。

健
康

づ
く
り

課
が

主
体

と
な

り
、

庁
内

だ
け

で
な

く
ま

ち
づ

く
り

会
社

や
ス

ナ
バ

等
と

連
携

し
て

、
地

域
が

活
性

化
す

る
仕

組
み

を
検

討
す

る
こ

と
。

1
6

C
8

2
1

地
域

包
括

ケ
ア

シ
ス

テ
ム

推
進

事
業

長
寿

課
③

②
②

B
拡

充
現

状
維

持
②

第
１

次
評

価
ど

お
り

実
施

す
る

こ
と

。

1
7

C
8

2
1

高
齢

者
等

生
活

支
援

事
業

長
寿

課
③

③
②

B
拡

充
現

状
維

持
②

提
案

ど
お

り
実

施
す

る
こ

と
。

1
8

B
3

1
1

基
幹

産
業

強
化

支
援

事
業

産
業

政
策

課
③

②
③

C
現

状
維

持
縮

小
③

第
１

次
評

価
ど

お
り

実
施

す
る

こ
と

。

1
9

B
3

1
2

企
業

立
地

促
進

事
業

産
業

政
策

課
③

③
③

A
現

状
維

持
現

状
維

持
⑤

提
案

ど
お

り
、

堅
石

原
の

新
工

業
団

地
候

補
は

、
実

現
に

向
け

て
調

査
等

を
進

め
る

こ
と

。

2
0

B
3

2
1

農
業

再
生

推
進

事
業

農
政

課
③

②
③

C
拡

充
縮

小
④

第
１

次
評

価
ど

お
り

実
施

す
る

こ
と

。

2
1

B
3

2
2

木
曽

漆
器

振
興

事
業

産
業

政
策

課
③

②
②

C
拡

充
拡

大
①

・
次

年
度

か
ら

は
、

地
場

産
業

振
興

セ
ン

タ
ー

の
オ

ペ
レ

ー
シ

ョ
ン

が
変

わ
る

の
で

、
木

曽
漆

器
工

業
協

同
組

合
な

ど
へ

の
木

曽
漆

器
関

連
の

補
助

金
に

つ
い

て
は

、
予

算
編

成
ま

で
に

全
体

的
な

見
直

し
を

進
め

る
こ

と
。

・
販

路
開

拓
事

業
助

成
金

に
つ

い
て

は
、

組
替

要
求

は
認

め
る

の
で

、
上

乗
せ

補
助

で
は

な
く
、

効
果

的
な

事
業

と
な

る
よ

う
抜

本
的

な
見

直
し

を
行

う
こ

と
。

2
2

B
3

2
2

木
曽

漆
器

振
興

事
業

（
施

設
改

修
）

産
業

政
策

課
③

②
③

C
拡

充
拡

大
①

第
１

次
査

定
ど

お
り

、
当

初
実

施
計

画
に

基
づ

き
、

事
業

を
進

め
る

こ
と

。

2
3

B
3

3
3

た
め

池
耐

震
化

事
業

農
政

課
③

②
③

C
拡

充
拡

大
①

第
１

次
査

定
ど

お
り

実
施

す
る

こ
と

。

2
4

B
3

4
2

若
者

・
女

性
就

労
支

援
事

業
（
テ

レ
ワ

ー
ク

等
推

進
）

産
業

政
策

課
③

②
②

C
拡

充
拡

大
①

・
事

業
を

推
進

し
て

い
く
体

制
と

行
政

的
な

枠
組

み
に

よ
る

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

体
制

の
構

築
が

必
要

。
・
事

業
推

進
体

制
は

、
ク

ラ
イ

ア
ン

ト
へ

の
チ

ェ
ッ

ク
体

制
な

ど
を

し
っ

か
り

と
構

築
す

る
こ

と
。

・
行

政
的

に
は

、
広

域
的

な
協

議
会

を
設

置
す

る
な

ど
、

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

体
制

を
構

築
し

、
国

の
助

成
金

な
ど

の
受

け
皿

を
構

築
す

る
こ

と
。

2
5

B
5

2
1

森
林

活
用

推
進

事
業

（
森

林
情

報
整

備
・

木
材

活
用

）
森

林
課

③
②

②
C

拡
充

拡
大

①
第

１
次

評
価

ど
お

り
、

森
林

環
境

譲
与

税
を

効
果

的
に

活
用

し
な

が
ら

、
森

林
整

備
を

戦
略

的
に

進
め

る
こ

と
。
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総
合

評
価

基
本

戦
略

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

施
策

取
組

妥
当

性
有

効
性

効
率

性
成

果
コ

ス
ト

記
号

N
o
.

事
務

事
業

名
担

当
課

第
2
期

中
期

戦
略

評
価

の
視

点
今

後
の

方
向

性
理

事
者

評
価

コ
メ

ン
ト

2
6

B
5

2
1

林
業

被
害

対
策

事
業

諸
経

費
森

林
課

③
②

②
C

拡
充

拡
大

①

松
く
い

虫
被

害
対

応
は

、
ス

ピ
ー

ド
感

を
持

っ
て

対
応

す
る

必
要

が
あ

る
た

め
、

奈
良

井
川

左
岸

に
つ

い
て

は
、

予
定

を
1
年

前
倒

し
し

、
Ｈ

3
1
年

度
中

に
岩

垂
真

正
寺

ま
で

対
応

す
る

こ
と

（
事

業
費

に
つ

い
て

は
、

予
算

編
成

で
精

査
）
。

2
7

B
5

2
2

木
質

バ
イ

オ
マ

ス
地

域
循

環
シ

ス
テ

ム
形

成
事

業
森

林
課

②
②

②
C

拡
充

拡
大

①
第

１
次

評
価

ど
お

り
、

F
P

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
土

場
に

つ
い

て
は

民
間

領
域

で
対

応
す

る
よ

う
調

整
す

る
こ

と
。

2
8

B
5

2
3

森
林

活
用

推
進

事
業

（
啓

発
）

森
林

課
③

②
③

C
拡

充
拡

大
①

第
１

次
評

価
ど

お
り

実
施

す
る

こ
と

。

2
9

包
9

1
2

地
域

産
品

ブ
ラ

ン
ド

化
事

業
（
外

部
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

）
観

光
課

③
②

③
C

拡
充

拡
大

①

・
S
H

IO
J
IR

I 
G

R
A

N
D

 W
IN

E
 P

A
R

T
Y
に

つ
い

て
は

、
東

京
で

ミ
ス

ワ
イ

ン
日

本
大

会
と

同
時

開
催

で
き

る
よ

う
進

め
る

こ
と

。
・
メ

ル
ロ

ー
サ

ミ
ッ

ト
は

、
当

初
予

定
よ

り
も

規
模

を
縮

小
す

る
と

と
も

に
、

市
民

参
加

型
の

ワ
イ

ン
パ

ー
テ

ィ
ー

を
企

画
す

る
こ

と
。

・
新

規
事

業
を

展
開

す
る

の
で

、
銀

座
N

A
G

A
N

O
な

ど
の

既
存

イ
ベ

ン
ト

に
つ

い
て

は
、

予
算

編
成

ま
で

に
縮

小
・
ス

ク
ラ

ッ
プ

を
検

討
す

る
こ

と
。

3
0

B
5

2
1

県
産

木
材

住
宅

普
及

促
進

事
業

建
築

住
宅

課
③

①
③

C
拡

充
拡

大
①

制
度

見
直

し
に

つ
い

て
は

、
県

産
材

の
利

用
促

進
を

図
る

と
と

も
に

、
５

年
事

業
と

し
て

継
続

性
の

あ
る

も
の

と
す

る
こ

と
。

3
1

B
6

2
1

道
路

施
設

長
寿

命
化

改
修

事
業

建
設

課
②

①
③

C
拡

充
拡

大
①

メ
ロ

デ
ィ

橋
に

つ
い

て
は

、
要

求
ど

お
り

、
レ

ン
ガ

落
下

の
リ

ス
ク

を
踏

ま
え

、
早

急
に

対
応

を
進

め
る

こ
と

。
明

神
平

橋
に

つ
い

て
は

、
第

１
次

査
定

ど
お

り
、

長
畝

交
差

点
の

市
道

改
良

及
び

国
道

右
折

レ
ー

ン
拡

張
に

よ
る

効
果

を
十

分
見

極
め

た
う

え
で

、
今

後
の

方
向

性
を

検
討

す
る

こ
と

。
奈

良
井

宿
停

車
場

線
に

つ
い

て
は

、
同

様
の

舗
装

修
繕

が
頻

発
す

る
こ

と
の

な
い

よ
う

、
第

２
期

中
期

戦
略

期
間

中
に

、
舗

装
構

成
等

を
十

分
に

検
討

す
る

こ
と

。

3
2

B
6

3
1

立
地

適
正

化
計

画
策

定
事

業
都

市
計

画
課

②
②

②
D

休
廃

止
皆

減
⑦

公
共

交
通

網
形

成
計

画
に

つ
い

て
は

、
行

政
だ

け
で

進
め

る
の

で
は

な
く
、

民
間

事
業

者
と

の
連

携
や

自
家

用
輸

送
の

活
用

な
ど

に
よ

り
、

住
民

共
助

を
中

心
と

し
た

地
域

交
通

サ
ー

ビ
ス

の
仕

組
み

が
生

ま
れ

る
よ

う
、

多
様

な
主

体
を

巻
き

込
ん

で
検

討
を

行
う

こ
と

。

3
3

B
6

3
2

都
市

計
画

道
路

整
備

事
業

都
市

計
画

課
③

②
③

C
現

状
維

持
縮

小
③

要
求

ど
お

り
、

重
点

地
域

の
事

業
推

進
を

図
る

こ
と

。

3
4

B
6

3
2

歩
道

整
備

事
業

建
設

課
③

②
③

C
拡

充
拡

大
①

第
１

次
査

定
ど

お
り

、
事

業
内

容
を

精
査

し
て

実
施

す
る

こ
と

。

3
5

B
6

3
3

全
国

都
市

緑
化

フ
ェ

ア
事

業
都

市
計

画
課

③
②

②
C

拡
充

拡
大

①
魅

力
あ

る
イ

ベ
ン

ト
と

な
る

よ
う

事
業

を
推

進
す

る
こ

と
。

3
6

包
括

9
2

2
移

住
定

住
促

進
事

業
（
移

住
Ｃ

Ｄ
、

空
き

家
補

助
金

）
建

築
住

宅
課

④
②

③
C

拡
充

拡
大

①
補

助
金

交
付

後
の

活
用

実
績

を
追

跡
し

、
費

用
対

効
果

を
含

め
、

そ
の

効
果

を
評

価
す

る
こ

と
。

8



総
合

評
価

基
本

戦
略

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

施
策

取
組

妥
当

性
有

効
性

効
率

性
成

果
コ

ス
ト

記
号

N
o
.

事
務

事
業

名
担

当
課

第
2
期

中
期

戦
略

評
価

の
視

点
今

後
の

方
向

性
理

事
者

評
価

コ
メ

ン
ト

3
7

そ
の

他
幹

線
道

路
整

備
事

業
建

設
課

－
－

－
－

－
－

－

桔
梗

ヶ
原

郷
原

線
に

つ
い

て
は

、
歯

科
大

東
交

差
点

改
良

事
業

後
の

優
先

路
線

と
し

、
2
0
1
9
年

度
に

地
形

測
量

・
道

路
線

形
計

画
を

認
め

る
。

工
事

実
施

時
期

は
、

継
続

箇
所

の
進

捗
を

踏
ま

え
て

改
め

て
検

討
す

る
こ

と
。

3
8

A
2

1
3

青
少

年
育

成
事

業
男

女
共

同
参

画
・
若

者
サ

ポ
ー

ト
課

②
②

③
C

現
状

維
持

縮
小

③
第

１
次

評
価

ど
お

り
、

青
少

年
補

導
委

員
に

つ
い

て
は

、
区

の
負

担
軽

減
の

観
点

か
ら

も
、

早
急

に
見

直
し

を
行

う
こ

と
。

3
9

B
4

2
2

全
国

短
歌

フ
ォ

ー
ラ

ム
事

業
社

会
教

育
課

③
②

②
C

現
状

維
持

縮
小

③
学

生
等

の
若

者
世

代
に

裾
野

が
広

が
る

よ
う

見
直

し
を

行
う

こ
と

。

4
0

B
4

2
2

縄
文

シ
テ

ィ
サ

ミ
ッ

ト
in

し
お

じ
り

開
催

事
業

平
出

博
物

館
③

②
③

C
拡

充
拡

大
①

・
縄

文
シ

テ
ィ

サ
ミ

ッ
ト

に
つ

い
て

は
、

第
１

次
評

価
ど

お
り

実
施

す
る

こ
と

。
・
平

出
遺

跡
公

園
に

つ
い

て
は

、
子

育
て

世
代

な
ど

多
様

な
世

代
に

活
用

さ
れ

る
よ

う
工

夫
す

る
こ

と
。

4
1

B
4

2
3

市
民

ス
ポ

ー
ツ

振
興

事
業

ス
ポ

ー
ツ

推
進

課
②

②
②

C
縮

小
縮

小
⑥

・
第

１
次

評
価

ど
お

り
、

ぶ
ど

う
の

郷
ロ

ー
ド

レ
ー

ス
は

ス
ク

ラ
ッ

プ
の

方
向

で
調

整
す

る
こ

と
。

・
併

せ
て

、
フ

ァ
ミ

リ
ー

や
子

供
向

け
の

普
及

支
援

な
ど

の
フ

ォ
ロ

ー
を

検
討

す
る

こ
と

。

4
2

C
7

2
1

総
合

文
化

セ
ン

タ
ー

管
理

事
業

（
施

設
改

修
）

社
会

教
育

課
③

③
③

A
現

状
維

持
現

状
維

持
⑤

公
共

施
設

敷
地

内
に

お
け

る
喫

煙
に

つ
い

て
は

総
務

部
を

中
心

に
調

整
を

行
う

こ
と

。

4
3

包
1
0

2
1

協
働

の
ま

ち
づ

く
り

推
進

事
業

交
流

支
援

課
④

③
②

B
拡

充
現

状
維

持
②

ま
ち

づ
く
り

チ
ャ

レ
ン

ジ
事

業
に

取
り

組
ん

だ
団

体
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
キ

ン
グ

を
構

築
し

、
情

報
交

換
等

の
継

続
的

な
支

援
が

で
き

る
よ

う
工

夫
を

す
る

こ
と

。

4
4

包
1
0

2
2

図
書

館
サ

ー
ビ

ス
基

盤
整

備
事

業
図

書
館

③
②

③
C

現
状

維
持

縮
小

③
第

１
次

評
価

ど
お

り
実

施
す

る
こ

と
。

4
5

A
1

1
2

北
部

子
育

て
支

援
セ

ン
タ

ー
移

転
事

業
子

育
て

支
援

セ
ン

タ
ー

③
②

②
C

拡
充

拡
大

①
要

求
ど

お
り

実
施

す
る

こ
と

。

4
6

A
1

1
3

に
ぎ

や
か

家
庭

応
援

事
業

（
保

育
料

減
免

分
）

こ
ど

も
課

③
③

②
B

現
状

維
持

縮
小

③
提

案
ど

お
り

実
施

す
る

こ
と

。

4
7

A
1

2
1

元
気

っ
子

応
援

事
業

家
庭

支
援

課
②

②
③

C
拡

充
縮

小
④

提
案

ど
お

り
実

施
す

る
こ

と
。

4
8

A
1

3
1

育
児

支
援

推
進

事
業

こ
ど

も
課

③
③

②
B

拡
充

現
状

維
持

②
・
「
し

お
じ

り
ま

ぁ
る

い
子

育
て

ネ
ッ

ト
」
提

案
ど

お
り

実
施

す
る

こ
と

。
・
病

児
・
病

後
児

保
育

事
業

は
、

継
続

的
な

事
業

実
施

に
向

け
、

委
託

先
と

の
協

議
・
調

整
に

努
め

る
こ

と
。

4
9

A
1

3
2

児
童

館
・
児

童
ク

ラ
ブ

運
営

費
こ

ど
も

課
②

②
③

C
拡

充
拡

大
①

・
県

内
1
8
市

を
参

考
に

、
2
0
1
9
年

度
に

料
金

設
定

を
見

直
し

、
2
0
2
0
年

度
に

料
金

改
定

を
行

う
こ

と
。

5
0

A
1

3
2

放
課

後
キ

ッ
ズ

ク
ラ

ブ
運

営
費

こ
ど

も
課

③
③

②
B

拡
充

現
状

維
持

②
・
県

内
1
8
市

を
参

考
に

、
2
0
1
9
年

度
に

料
金

設
定

を
見

直
し

、
2
0
2
0
年

度
に

料
金

改
定

を
行

う
こ

と
。

9



総
合

評
価

基
本

戦
略

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

施
策

取
組

妥
当

性
有

効
性

効
率

性
成

果
コ

ス
ト

記
号

N
o
.

事
務

事
業

名
担

当
課

第
2
期

中
期

戦
略

評
価

の
視

点
今

後
の

方
向

性
理

事
者

評
価

コ
メ

ン
ト

5
1

A
1

3
2

広
丘

児
童

館
建

設
事

業
教

育
総

務
課

③
②

③
C

拡
充

拡
大

①
第

１
次

査
定

ど
お

り
実

施
す

る
こ

と
。

5
2

A
2

1
2

給
食

運
営

事
業

事
務

諸
経

費
教

育
総

務
課

②
②

③
B

拡
充

現
状

維
持

②

・
給

食
調

理
員

に
つ

い
て

は
、

2
0
2
0
年

度
に

2
名

採
用

す
る

方
向

で
調

整
す

る
こ

と
。

・
給

食
費

は
、

提
案

ど
お

り
2
0
1
9
年

度
か

ら
引

き
上

げ
を

行
う

こ
と

。
・
漆

器
食

器
(椀

)は
、

給
食

用
と

し
て

両
小

野
中

学
校

に
試

験
的

に
導

入
し

、
効

果
検

証
を

行
う

こ
と

。
・
塗

り
箸

は
、

修
繕

等
の

状
況

を
考

慮
し

、
単

価
の

見
直

し
を

行
う

こ
と

。

5
3

A
2

1
4

地
域

連
携

教
育

推
進

事
業

教
育

総
務

課
②

②
③

C
拡

充
現

状
維

持
②

・
地

域
と

連
携

し
た

教
育

の
推

進
に

向
け

、
学

校
運

営
費

補
助

金
及

び
生

き
る

力
を

育
む

交
付

金
を

再
構

築
し

、
有

効
活

用
を

図
る

こ
と

。

5
4

A
2

2
2

小
学

校
施

設
改

善
事

業
（
空

調
設

備
整

備
事

業
）

教
育

総
務

課
－

－
－

－
－

－
－

第
１

次
査

定
ど

お
り

実
施

す
る

こ
と

。

5
5

A
2

2
2

中
学

校
施

設
改

善
事

業
教

育
総

務
課

③
③

③
A

現
状

維
持

現
状

維
持

⑤
第

１
次

査
定

ど
お

り
実

施
す

る
こ

と
。

5
6

A
2

2
3

高
等

学
校

等
振

興
事

業
教

育
総

務
課

③
②

③
C

拡
充

拡
大

①
提

案
ど

お
り

実
施

す
る

こ
と

。

5
7

B
4

2
3

新
体

育
館

建
設

事
業

新
体

育
館

建
設

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

③
②

③
A

現
状

維
持

現
状

維
持

⑤
第

１
次

査
定

ど
お

り
実

施
す

る
こ

と
。

5
8

B
6

1
3

雨
水

幹
線

整
備

事
業

下
水

道
課

③
②

③
C

現
状

維
持

縮
小

③
第

１
次

査
定

ど
お

り
実

施
す

る
こ

と
。

5
9

B
6

1
4

下
水

道
施

設
耐

震
化

等
推

進
事

業
下

水
道

課
③

②
③

C
現

状
維

持
縮

小
③

第
１

次
査

定
ど

お
り

実
施

す
る

こ
と

。

6
0

B
6

2
2

浄
水

施
設

管
理

委
託

事
業

上
水

道
課

③
②

③
C

現
状

維
持

縮
小

③
浄

水
施

設
の

委
託

に
つ

い
て

、
先

行
し

て
い

る
自

治
体

の
事

例
を

参
考

に
し

、
最

適
な

手
法

を
研

究
す

る
こ

と
。

6
1

B
6

2
2

下
水

道
施

設
整

備
事

業
下

水
道

課
③

②
③

C
拡

充
拡

大
①

自
家

発
電

機
新

設
に

つ
い

て
は

優
先

的
に

整
備

す
る

こ
と

。

6
2

B
6

2
2

農
業

集
落

排
水

統
合

事
業

下
水

道
課

③
②

③
C

現
状

維
持

縮
小

③
第

１
次

査
定

ど
お

り
実

施
す

る
こ

と
。

6
3

B
6

2
2

第
２

期
水

道
ビ

ジ
ョ

ン
策

定
事

業
上

水
道

課
－

－
－

－
－

－
－

第
1
次

評
価

ど
お

り
実

施
す

る
こ

と
。
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